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令和７年度第１回厚木市セーフコミュニティ推進協議会 議事概要 

 

１ 開催日時  令和７年11月14日（金）午前 10時から10時 40分まで 

 

２ 開催場所  厚木市役所 第二庁舎 16階会議室 

 

３ 出席者   厚木市セーフコミュニティ推進協議会委員 39人 

 

４ 案件 

(1) 役員（副会長）の指名について 

(2) 令和７年度セーフコミュニティ活動スケジュールについて 

(3) 厚木市セーフシティ推進条例制定及びセーフシティあつぎ推進基本計画策定の基本方

針 

 

５ 配布資料 

(1) 令和７年度第１回厚木市セーフコミュニティ推進協議会会議次第 

(2) 厚木市セーフコミュニティ推進協議会設置規程 

(3) 役員（副会長）の指名について 資料１ 

(4) セーフコミュニティ活動に係る今後のスケジュール               資料２ 

(5) 厚木市セーフシティ推進条例制定及びセーフシティあつぎ推進基本計画策定の基本方

針                                   資料３ 

 

６ 会議概要 

(1) あいさつ  山口 貴裕 会長 

日頃から厚木市の安心安全への協力に感謝している。セーフコミュニティ（以下、Ｓ

Ｃ）は、「事故やけがは偶然の結果ではなく予防できる」という理念の下、地域住民、関

係団体、行政が協働して推進してきた。本協議会委員が先導役となり市民の理解を得て、

厚木市の安心安全が守られている。引き続き課題を共有し、ＳＣとその理念を市民とと

もに進めていく。 

昨年、本協議会では国際認証の継続を見送り、本市独自の「ＳＣ厚木モデル」を推進

する重要な判断をした。このモデルは、これまで市民や関係機関と協働で築いた取組を

立ち止まることなく、市の地域特性や実情に合わせて発展させる前向きな方向性を示す。 

今年度実施した市民 5,500人を対象とした「安全・健康・コミュニティに関する調査」

では、「市民と行政等が協力して安心安全に取り組む活動を継続する必要がある」との回

答が 95.7%に上った。これは市民にＳＣの理念が高い意識で根付いている結果である。

この発展的な取組を厚木モデルとして進めていく。 
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本日は、この新たな体制を進めるための条例改正及び計画策定の概要を報告する。本

日の協議会が、新たなＳＣ厚木モデルの歴史を作る第一歩となるため、御協力を心から

お願いする。 

 

(2) 案件  議長：山口 貴裕 会長 

ア 役員（副会長）の指名について                    資料１ 

厚木市自治会連絡協議会会長退任に伴い、「セーフコミュニティ推進協議会設置規

程」第５条第３項の規定に基づき、会長が今年度の副会長を指名した。 

厚木市自治会連絡協議会 会長 山本 智明 様 

【副会長挨拶】 

今期から厚木市自治会連絡協議会会長を務める。ＳＣ発足当初から様々なかたち

で参画してきた。新たなスタートに際して厚木モデルの継続的な推進を通じて、安

心安全なまちづくりに尽力したい。皆様の力を借りて一緒に進めてまいりたい。 

 

イ 令和７年度セーフコミュニティ活動スケジュールについて       資料２ 

【事務局説明概要】 

令和７年度ＳＣ活動スケジュールについて、本協議会の開催、市内３校のＩＳＳ

認証予定、新体制による対策委員会の開催状況について報告。他自治体について、

亀岡市でのアジア会議参加や都留市・さいたま市の審査・認証状況を報告。 

【委員意見】 

なし。 

 

ウ 厚木市セーフシティ推進条例制定及びセーフシティあつぎ推進基本計画策定の基

本方針                               資料３ 

【事務局説明概要】 

ＳＣ国際認証の継続は行わず、都市全体の安心安全を対象とする新しい活動の名

称を「セーフシティあつぎ」へと変更し、新条例制定と推進基本計画策定の基本方

針について報告。新条例は令和８年11月、計画は令和９年度からの開始を予定する。 

【委員意見及び質問等】 

委員  国際認証ＳＣの取得自治体が17から11に減った点について、認証を

継続しなかった他の７自治体の中に、厚木市と同様の独自の取組を実施

している事例があるか。 

事務局  国際認証期間を満了した７自治体のうち、１自治体は国内認証の体制

へ移行したが、残りの６自治体は行政組織内で事業として取り組んでお

り、本市のように外部評価機関を設けている事例はない。 

会長  基本方針に則りセーフシティあつぎの実現に向け、条例及び計画の制
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定及び策定を進める。引き続き、委員の協力を求める。 

 

(3) 閉会  山本 智明 副会長 

慎重な検討に感謝する。「セーフシティあつぎ」を新しい強いエンジンとしてスター

トさせる。新しい課題への取組、実践、検証、評価のサイクルを実施していく。今年度

取得されるＩＳＳ国際認証は小中学校３校のこどもたちの主体的な実践と学校・地域の

支えの結果であり、継続を期待する。安心安全なまちづくりの実現に向け、引き続き委

員の協力を求め、閉会とする。 


